







くわしく記述しようとした最初の記念碑的著述が出版タイムス社の『京阪書籍商史』 （昭和三年）であるが、世 ほとんど知られない出版タイムス社初版にのみあ 刊行責任者（編輯兼発行人・出版タイムス社主宰）村田勝麿の序文
⑴
 に記された、予約出版の本書の発行が延び延びになっ






























それ以前は正・五・九月に交替 それ以後は一年間が任期である。 『出勤帳』は、右、任期中の行司が、出勤日のさまざまの業務を記録したものである。 （ 略）
右に言う大阪本屋仲間行司の任期が（いつからか）正・五・九月の交
替制であったこと、それが文化九年には任期一年となったことは、当然のごとく『京阪書籍商史』にも書いてある。前掲「大阪書籍商史」第二編第二章「役員」第一節「行司の職制」二三四ページ、二三五ページである。『京阪書籍商史』はさらに正・五・九月の交代期の行司の定員が六人であったことも書いてあって、その任期「四ヶ月六人 は少なくとも宝暦以前から行われていたと言う。その根拠を『京阪書籍商史』は











































したがって、 でもあるし、 にもかかわらず、 でもあるが、 末尾の付表に、
その初期において空欄が生じているのは、 『出勤帳』の必要性がすべての行司間で共有され いたわけではないことを示している。付表の空欄は、まったくその四ヶ月の記録が存在しない場合に「記録欠」と記して、記録のある場合 その多くに記される行司一覧の一人めに記される本屋の屋号を（ 『出勤帳』の各担当任期の最初と最後 多く記されてある行司一覧に記される行司名の順序は、ある程度は一定であるが、必ず同一ではない） して 。六人 行司メンバーがほとんど固定的であったということを証する が本稿のねら であるが
⑷
 、五組ある
行司組のうち当初『出勤帳』存在の必要性を認め なかったとおぼしいのは吉文字屋市兵衛の組と池田屋三郎右衛門 組で る。
記録のある場合の、そのほとんどすべての場合、担当行司はそのメ







阪書籍商史』にはその根拠は記されていないよ だが、 ）五組 名称は
（表に示したように）ある時期から『出勤帳』の担当行司の最初と最後のメンバー一覧に必ずのように記されている。この組の名称がいつから有ったかはともかく、少なくとも『出勤帳』の始まった明和元年にはすでに、行司 五つのチームとなって、一定の順序で交替し、チームごとに行司を担当し、循環していたこ は表に明らかである。後年からさかのぼ せて考えれば篤・誉田屋伊右衛門・田原屋平兵衛・藤屋弥兵衛組、博・秋田屋市兵衛組、審・吉文字屋市兵衛組、慎・池田屋三郎右衛門・敦賀屋久兵衛組、明・柏原屋清右衛門（からすぐさま入れ替わって）柏原屋与左衛門組である。
このチーム体制は、おそらく行司の多様膨大な仕事を円滑にしこな
してゆくための実際的必要性から自然とそうなったものであろ 。一々メンバーを入れ替えて、呼吸も合わせ直して、平等な扱いを期す どという、ル ルを定 ることだけで一苦労しそうな、余計な時間がかかることは それ 優先す 、どころか 発想することすら かったであろう。
こうして表に見るように（代替わり・死没等によって一部のメンバー・
チェンジはなされながらも）確かに彼らは文化九年（一八一二）まで毎年正五九月に交替していた。しかし、ただし、最後の一年間、すなわち文化八年の記録はいまだ一年三期制であるが 三期と 同一組 、実質はすでに任期一年制に等 かっ （文化八年も三期制であったことは、彼らが一々、 を区切って引き継ぐ体裁で記録を取っていることによって、また、彼らが 々、なぜ同一組が担当するのか 理由を記していることによって明瞭化されて る） 。






































彼ら自身にそれを手離すことができ い以上、 いうよりもそれらを守るために彼らが存在してい 以上 ひたすらそれ を守る体制を維持すべく らは努力せざ を得なかった。
大阪本屋仲間の行司体制の歴史は、諸条件のなかで優先さ るべき









 『大坂本屋仲間記録』 一、 二 （清文堂、昭和五十・五十一年） による。
⑶
 
 大阪本屋仲間 書『差定帳』 『裁配録』に残されたわずかな文書の署名を手がかりに、それ以前の行司交替規則、ひ ては大阪本屋仲間の組織構成について可能な限り考察したものとして安永美恵 「七組行司のことなど」 （ 『筑紫国文』 三、平成十二年六月） がある。
⑷
 
 安永美恵氏は 「雑俳書 出版と行司組」 （ 雅俗』 創刊号、平成六年二月） において簡単に、行司メンバーの固定は記録を読めば誰でもすぐ気付くことと言 れているが、少なくとも私は、こうして表を作ってみるま 気付くことはなかったし、また、仮に読んで気付いてい としてもその気付きが、確かにあ 膨大 記録の背後を貫通する組織制度とし 認められ得るも かどうかを 認することは「読む」 だけでは不可能事 ある。 「読めば」 「気付く」 では論証 ならない。
⑸
 
 分析に時間の余裕を持たなかった 『京 書籍商史』 では、組の区分が地域によったものか、他の方法によったもの 不明としているが、他の組への移動が常態であることが観察されるから、組の区分が地域によったも という可能性はな 。
 
 
　また、 『京阪書籍商史』 は 「行司が当番になった組から選ばれた」 とも書いている








」 （ 『語文研究』 五八、昭和五十九年十二月） に 『大坂本屋仲間記録』 を用いた詳












（基盤研究（Ｃ） ）課題番号 五Ｋ〇二二四八研究課題名「日本近世出版法制研究補完及び文学史との相関追求」 による成果の一部である。
1808 9.20 柏原屋清右衛門→ ○誉田屋伊右衛門イ ○藤屋弥兵衛〃→ 河内屋太助〃 小川屋清右衛門〃→ 山田屋嘉右衛門〃← 明組
46 1809 文化6年 1.20 柏原屋与左衛門〃 河内屋喜兵衛〃← 藤屋善七〃←→ 天満屋源次郎〃 藤屋徳兵衛〃→ 伊勢屋喜兵衛〃→ 河内屋儀助 篤組
1809 5.20 ○秋田屋市兵衛〃 海部屋勘兵衛〃→ 藤屋九兵衛〃 大津屋次（治）郎右衛門〃← 京屋吉右衛門〃→ 小刀屋六兵衛（隔） 増田屋源兵衛イ 博組
8.27惣寄合。審組跡行司無人ニ付、残り四組之内より三人手伝ニ入度旨被申出候ニ付、相談之上敦 九・柏清・勝六相加り被勤候
1809 9.20 吉文字屋市左衛門〃 勝尾屋六兵衛イ→ ○敦賀屋九兵衛〃←→ 柏原屋清右衛門イ 丹波屋栄蔵〃 加賀屋弥助〃 審組
47 1810 文化7年 1.20 ○敦賀屋九兵衛〃←
無印手伝　吉文字屋市左
衛門イ 勝尾屋六兵衛〃←→ 京屋吉右衛門イ 播磨屋九兵衛〃→ 塩屋三郎兵衛〃←→ 加嶋屋久兵衛〃 慎組
秋市『会玉篇』一件、仲間先例仕来り相崩れ候問題あり




1810 9.20 ○藤屋弥兵衛〃→ 河内屋太助（隔） 播磨屋九兵衛イ→ 塩屋三郎兵衛〃 藤屋徳兵衛イ 伊勢屋喜兵衛イ 立会行司
48 1811 文化8年 1.20 ○秋田屋市兵衛〃 海部屋勘兵衛〃← 藤屋九兵衛〃 大津屋次（治）郎右衛門〃 京屋吉右衛門〃← 小刀屋六兵衛〃 増田屋源兵衛〃 博組




1811 9.20 ○秋田屋市兵衛〃 海部屋勘兵衛〃 藤屋九兵衛〃 大津屋治郎右衛門〃 京屋吉右衛門〃 小刀屋六兵衛〃 増田屋源兵衛〃 博組（入組候事有之ニ付）
49 1812 文化9年 1.20 慎組　○敦賀屋九兵衛〃 加嶋屋久兵衛〃 播磨屋九兵衛〃← 明組　柏原屋清右衛門← ○藤屋弥兵衛〃← 河内屋太助〃 慎組・明組




1808 9.20 柏原屋清右衛門→ ○誉田屋伊右衛門イ ○藤屋弥兵衛〃→ 河内屋太助〃 小川屋清右衛門〃→ 山田屋嘉右衛門〃← 明組
46 1809 文化6年 1.20 柏原屋与左衛門〃 河内屋喜兵衛〃← 藤屋善七〃←→ 天満屋源次郎〃 藤屋徳兵衛〃→ 伊勢屋喜兵衛〃→ 河内屋儀助 篤組
1809 5.20 ○秋田屋市兵衛〃 海部屋勘兵衛〃→ 藤屋九兵衛〃 大津屋次（治）郎右衛門〃← 京屋吉右衛門〃→ 小刀屋六兵衛（隔） 増田屋源兵衛イ 博組
8.27惣寄合。審組跡行司無人ニ付、残り四組之内より三人手伝ニ入度旨被申出候ニ付、相談之上敦 九・柏清・勝六相加り被勤候
1809 9.20 吉文字屋市左衛門〃 勝尾屋六兵衛イ→ ○敦賀屋九兵衛〃←→ 柏原屋清右衛門イ 丹波屋栄蔵〃 加賀屋弥助〃 審組
47 1810 文化7年 1.20 ○敦賀屋九兵衛〃←
無印手伝　吉文字屋市左
衛門イ 勝尾屋六兵衛〃←→ 京屋吉右衛門イ 播磨屋九兵衛〃→ 塩屋三郎兵衛〃←→ 加嶋屋久兵衛〃 慎組
秋市『会玉篇』一件、仲間先例仕来り相崩れ候問題あり




1810 9.20 ○藤屋弥兵衛〃→ 河内屋太助（隔） 播磨屋九兵衛イ→ 塩屋三郎兵衛〃 藤屋徳兵衛イ 伊勢屋喜兵衛イ 立会行司
48 1811 文化8年 1.20 ○秋田屋市兵衛〃 海部屋勘兵衛〃← 藤屋九兵衛〃 大津屋次（治）郎右衛門〃 京屋吉右衛門〃← 小刀屋六兵衛〃 増田屋源兵衛〃 博組




1811 9.20 ○秋田屋市兵衛〃 海部屋勘兵衛〃 藤屋九兵衛〃 大津屋治郎右衛門〃 京屋吉右衛門〃 小刀屋六兵衛〃 増田屋源兵衛〃 博組（入組候事有之ニ付）
49 1812 文化9年 1.20 慎組　○敦賀屋九兵衛〃 加嶋屋久兵衛〃 播磨屋九兵衛〃← 明組　柏原屋清右衛門← ○藤屋弥兵衛〃← 河内屋太助〃 慎組・明組
− 124 − − 125 − （26）




1794 5.20 ○秋田屋市兵衛〃 亀屋武兵衛〃× 塩屋喜助〃 油屋甚七〃 糸屋市兵衛〃 海部屋勘兵衛〃 柏原屋勘兵衛– 博組行司
1794 9.27 ○吉（文字屋）市（兵衛）〃× 増（田屋）源（兵衛）〃 河（内屋）嘉（兵衛）〃 河（内屋）栄（助）〃 泉（屋）善（兵衛）〃 松（本屋）平（四郎）↓ 柏（原屋）清（右衛門） 河（内屋）太（助）↓
行司名一覧
は欠
32 1795 寛政7年 1.20 ○敦賀屋九兵衛〃 播磨屋九兵衛〃 ○誉田屋伊右衛門〃 敦賀屋六兵衛〃 平野屋半右衛門〃 亀屋安兵衛〃 塩屋平介（帰） 塩屋忠兵衛〃× 慎組行司
1795 5.20 柏原屋与左衛門〃代嘉兵衛 河内屋喜兵衛〃 近江屋甚兵衛〃 塩屋三郎兵衛〃 本屋又兵衛〃 阿波屋清治（次）〃 丹波屋治兵衛〃 天満屋源治（次）郎イ 明組行司
1795 9.20 奈良屋善助〃 河内屋八兵衛〃 山口屋又一〃 ○藤屋弥兵衛〃 藤屋善七〃 柏原屋佐兵衛〃× 柏原屋重兵衛〃 河内屋八三郎イ× 篤組行司
33 1796 寛政8年 1.20 ○秋田屋市兵衛〃 塩屋喜助〃 油屋甚七〃 糸屋市兵衛〃→ 海部屋勘兵衛〃 ○秋田屋徳右衛門↓ 藤屋清介– 塩屋長兵衛○→ 博組行司
1796 5.20 吉文字屋市左衛門↓ 柏原屋清右衛門→ 増田屋源兵衛〃 和泉屋善兵衛〃 河内屋栄助〃× 松本屋平四郎〃 河内屋太助〃 津国屋惣七〇→ 審組行司
1796 9.20 ○敦賀屋九兵衛〃 播磨屋九兵衛〃 敦賀屋六兵衛〃→ ○誉田屋伊右衛門〃→ 平野屋半右衛門〃 亀屋安兵衛〃→ 塩屋平助（介）〃 慎組行司
34 1797 寛政9年 1.20 柏原屋与左衛門〃→ 河内屋喜兵衛〃→ 近江屋甚兵衛〃× 本屋又兵衛〃→ 塩屋三郎兵衛〃→ 阿波屋清治〃→ 丹波屋治兵衛〃× 柏原屋嘉兵衛↓⇔ 明組行司
1797 5.20 奈良屋善助〃× 河内屋八兵衛〃→ ○藤屋弥兵衛〃→ 藤屋善七〃 山口屋又一〃 柏原屋重兵衛〃 勝尾屋六兵衛イ→ 塩屋長兵衛イ 篤組行司
1797 9.20 ○秋田屋市兵衛〃 塩屋喜助〃× 海部屋勘兵衛〃 ○秋田屋徳右衛門〃 藤屋九兵衛↓ 小刀屋六兵衛イ（帰）⇔ 和泉屋卯兵衛（帰）→ 大津屋治郎右衛門イ 博組行司
寛政9.11.15寄合。塩喜退役ニ付跡役評議ニ付惣寄合之上、行司五組共此度改、組替。
35 1798 寛政10年 1.20 吉文字屋市左衛門〃 増田屋源兵衛〃 敦賀屋六兵衛イ 柏原屋重兵衛イ 加賀屋善蔵イ 藤屋吉兵衛↓ 糸屋市兵衛イ 審組行司
1798 5.20 ○敦賀屋九兵衛〃 播磨屋九兵衛〃 本屋又兵衛イ 平野屋半右衛門〃 塩屋平助〃 塩屋三郎兵衛イ 慎組行司
1798 9.20 柏原屋清右衛門イ ○藤屋弥兵衛イ 丹波屋伝兵衛イ 和泉屋善兵衛イ× 河内屋太助イ 津国屋宗（惣）七イ 明組行司
36 1799 寛政11年 1.20 柏原屋与左衛門イ 河内屋喜兵衛イ 山口屋又一〃 藤屋善七〃 阿波屋清次イ 天満屋源次郎イ 篤組行司
1799 5.20 ○秋田屋市兵衛〃 ○誉田屋伊右衛門イ 油屋甚七（帰）× 海部屋勘兵衛〃 ○秋田屋徳右衛門〃 藤屋九兵衛〃 大津屋治郎右衛門〃 博組行司
1799 9.20 吉文字屋市左衛門〃 増田屋源兵衛〃（没）→ 敦賀屋六兵衛〃（没）× 柏原屋重兵衛〃 加賀屋善蔵〃 藤屋吉兵衛〃 糸屋市兵衛〃× 審組行司
37 1800 寛政12年 1.20 ○敦賀屋九兵衛〃 播磨屋九兵衛〃 本屋又兵衛〃× 平野屋半右衛門〃 塩屋平助〃 塩屋三郎兵衛〃 加嶋屋久兵衛↓ 慎組行司
1800 5.20 柏原屋清右衛門〃 ○藤屋弥兵衛〃→ 丹波屋伝兵衛〃× 河内屋太助〃 津国屋叟（惣）七〃 柏原屋嘉兵衛（隔）× 明組行司
1800 9.20 柏原屋与左衛門〃 河内屋喜兵衛〃 山口屋又一〃 藤屋善七〃 阿波屋清次〃× 天満屋源次郎〃 篤組行司
38 1801 寛政13年 1.20 ○秋田屋市兵衛〃 ○誉田屋伊右衛門〃 海部屋勘兵衛〃 ○秋田屋徳右衛門〃 藤屋九兵衛〃 勝尾屋六兵衛イ 大津屋次（治）郎右衛門〃 博組行司
享和1.5.8惣寄合。吉市組のうち増源・敦六死去ニ付加役糸市退役断申出、跡役替評議、二番目老分之 人無之故、替りの人が決まるまでの替りを鬮で決める。藤弥。敦六・糸市の替りも鬮で、本役のうちは泉卯、加役のうちは尼与。
1801 享和1年 5.20 吉文字屋市左衛門〃 スケ○藤屋弥兵衛イ→ 柏原屋十（重）兵衛〃 加賀屋善蔵〃 藤屋吉兵衛〃 泉屋卯兵衛イ 河内屋吉兵衛↓ 審組行司
1801 9.20 ○敦賀屋九兵衛〃 播磨屋九兵衛〃 平野屋半右衛門〃× 塩屋平介（助）〃× 塩屋三郎兵衛〃 吉文字屋利介– 加嶋屋久兵衛〃 慎組行司
39 1802 享和2年 1.20 柏原屋清右衛門〃 河内屋八兵衛イ ○藤屋弥兵衛〃← 河内屋太助〃 津国屋宗（惣）七〃× 紀伊国屋卯兵衛– 小川屋清右衛門↓ 明組行司
1802 5.20 柏原屋与左衛門〃 河内屋喜兵衛〃 山口屋又一〃× 藤屋善七〃 天満屋源次郎〃 藤屋徳兵衛↓ 亀屋安兵衛イ× 篤組行司
1802 9.20 ○秋田屋市兵衛〃 ○誉田屋伊右衛門〃 海部屋勘兵衛〃 ○秋田屋徳右衛門〃× 藤屋九兵衛〃 勝尾屋六兵衛〃→ 大津屋治郎右衛門〃 博組行司
享和2.11.7惣寄合。吉市組・敦九組無人ニ付難勤、跡役差入要請。吉市組何れも若年故老分の勝六手 伝ニ出勤。
40 1803 享和3年 1.20 四五　吉文字屋市左衛門〃 二三　加賀屋善蔵〃 正閏　藤屋吉兵衛〃× 四五　和泉屋卯兵衛〃× 正閏　河内屋吉兵衛〃 二三　千草屋新右衛門イ 今津屋辰三郎↓⇔
送り行司博組之内
勝尾屋六兵衛イ→ 審組行司
1803 5.20 柏原屋清右衛門〃 河内屋八兵衛〃 ○藤屋弥兵衛〃 河内屋太助〃 小川屋清右衛門〃 油屋卯兵衛↓ 明組行司（従来慎組の順）
1803 9.20 柏原屋与左衛門〃 河内屋喜兵衛〃→ 藤屋善七〃 天満屋源次郎〃 藤屋徳兵衛〃 田原屋平兵衛（帰） 篤組行司
41 1804 享和4年 1.20 ○敦賀屋九兵衛〃 播磨屋九兵衛〃 勝尾屋六兵衛イ 塩屋三郎兵衛〃 加嶋屋久兵衛〃 河内屋宗兵衛↓ 日野屋彦左衛門↓ 慎組行司
1804 文化1年 5.20 ○秋田屋市兵衛〃 ○誉田屋伊右衛門〃 海部屋勘兵衛〃 藤屋九兵衛〃 小刀屋六兵衛（帰） 大津屋治郎右衛門〃 博組行司
1804 9.20 吉文字屋市左衛門〃 河内屋喜兵衛イ→ 天満屋源次郎イ 加賀屋善蔵〃× 河内屋吉兵衛〃 千草屋新右衛門〃× 審組行司
42 1805 文化2年 1.20 ○敦賀屋九兵衛〃 播磨屋九兵衛〃 勝尾屋六兵衛〃 塩屋三郎兵衛〃 加嶋屋久兵衛〃 河内屋宗兵衛〃× 日野屋彦左衛門〃 慎組行司
1805 5.20 柏原屋清右衛門〃 河内屋八兵衛〃× ○藤屋弥兵衛〃 河内屋太助〃 小川屋清右衛門〃 油屋卯兵衛〃 明組行司
1805 9.20 柏原屋与左衛門〃 河内屋喜兵衛〃 藤屋善七〃 天満屋源次郎〃 藤屋徳兵衛〃 田原屋平兵衛〃× 篤組行司
43 1806 文化3年 1.20 ○秋田屋市兵衛〃 ○誉田屋伊右衛門〃 海部屋勘兵衛〃 藤屋九兵衛〃 小刀屋六兵衛〃⇔ 大津屋治郎右衛門〃 博組行司
1806 5.20 ○敦賀屋九兵衛〃→ 播磨屋九兵衛〃 勝尾屋六兵衛〃 塩屋三郎兵衛〃 加嶋屋久兵衛〃 河内屋惣（宗）兵衛〃 日野屋彦左衛門〃 慎組行司
文化3.9.15惣寄合。審組無人老分無之ニ付手伝鬮取ニいたし敦九あたり。
1806 9.20 吉文字屋市左衛門〃 ○敦賀屋九兵衛イ→ 河内屋吉兵衛〃× 今津屋辰三郎（帰）× 秋田屋太右衛門イ× 丹波屋栄蔵↓ 加賀屋弥助↓ 審組行司
44 1807 文化4年 1.20 柏原屋清右衛門〃 ○藤屋弥兵衛〃 河内屋太助〃 小川屋清右衛門〃 油屋卯兵衛〃× 山田屋嘉右衛門↓→ 明組
1807 5.20 柏原屋与左衛門〃 河内屋喜兵衛〃→ 藤屋善七〃→ 天満屋源次郎〃 藤屋徳兵衛〃 伊勢屋喜兵衛↓ 篤組
1807 9.20 ○秋田屋市兵衛〃 ○誉田屋伊右衛門〃→ 海部屋勘兵衛〃 藤屋九兵衛〃 大津屋治（次）郎右衛門〃→ 京屋吉右衛門↓→ 博組
45 1808 文化5年 1.20 ○敦賀屋九兵衛〃← 勝尾屋六兵衛〃→ 播磨屋九兵衛〃 塩屋三郎兵衛〃→ 加嶋屋久兵衛〃 河内屋惣兵衛〃 日野屋彦左衛門〃× 慎組
5.10吉市審組跡行司無人。5.11惣寄合、博明篤審一組より２人ずつ仮行事を定めることとする。
1808 5.20 河内屋喜兵衛イ→ 勝尾屋六兵衛イ→ 藤屋善七イ→ 河内屋太助イ 京屋吉右衛門イ→ 塩屋三郎兵衛イ→ 大津屋治郎右衛門イ→ 山田屋嘉右衛門イ→ 四組立会（本来審組の順）








1794 5.20 ○秋田屋市兵衛〃 亀屋武兵衛〃× 塩屋喜助〃 油屋甚七〃 糸屋市兵衛〃 海部屋勘兵衛〃 柏原屋勘兵衛– 博組行司
1794 9.27 ○吉（文字屋）市（兵衛）〃× 増（田屋）源（兵衛）〃 河（内屋）嘉（兵衛）〃 河（内屋）栄（助）〃 泉（屋）善（兵衛）〃 松（本屋）平（四郎）↓ 柏（原屋）清（右衛門） 河（内屋）太（助）↓
行司名一覧
は欠
32 1795 寛政7年 1.20 ○敦賀屋九兵衛〃 播磨屋九兵衛〃 ○誉田屋伊右衛門〃 敦賀屋六兵衛〃 平野屋半右衛門〃 亀屋安兵衛〃 塩屋平介（帰） 塩屋忠兵衛〃× 慎組行司
1795 5.20 柏原屋与左衛門〃代嘉兵衛 河内屋喜兵衛〃 近江屋甚兵衛〃 塩屋三郎兵衛〃 本屋又兵衛〃 阿波屋清治（次）〃 丹波屋治兵衛〃 天満屋源治（次）郎イ 明組行司
1795 9.20 奈良屋善助〃 河内屋八兵衛〃 山口屋又一〃 ○藤屋弥兵衛〃 藤屋善七〃 柏原屋佐兵衛〃× 柏原屋重兵衛〃 河内屋八三郎イ× 篤組行司
33 1796 寛政8年 1.20 ○秋田屋市兵衛〃 塩屋喜助〃 油屋甚七〃 糸屋市兵衛〃→ 海部屋勘兵衛〃 ○秋田屋徳右衛門↓ 藤屋清介– 塩屋長兵衛○→ 博組行司
1796 5.20 吉文字屋市左衛門↓ 柏原屋清右衛門→ 増田屋源兵衛〃 和泉屋善兵衛〃 河内屋栄助〃× 松本屋平四郎〃 河内屋太助〃 津国屋惣七〇→ 審組行司
1796 9.20 ○敦賀屋九兵衛〃 播磨屋九兵衛〃 敦賀屋六兵衛〃→ ○誉田屋伊右衛門〃→ 平野屋半右衛門〃 亀屋安兵衛〃→ 塩屋平助（介）〃 慎組行司
34 1797 寛政9年 1.20 柏原屋与左衛門〃→ 河内屋喜兵衛〃→ 近江屋甚兵衛〃× 本屋又兵衛〃→ 塩屋三郎兵衛〃→ 阿波屋清治〃→ 丹波屋治兵衛〃× 柏原屋嘉兵衛↓⇔ 明組行司
1797 5.20 奈良屋善助〃× 河内屋八兵衛〃→ ○藤屋弥兵衛〃→ 藤屋善七〃 山口屋又一〃 柏原屋重兵衛〃 勝尾屋六兵衛イ→ 塩屋長兵衛イ 篤組行司
1797 9.20 ○秋田屋市兵衛〃 塩屋喜助〃× 海部屋勘兵衛〃 ○秋田屋徳右衛門〃 藤屋九兵衛↓ 小刀屋六兵衛イ（帰）⇔ 和泉屋卯兵衛（帰）→ 大津屋治郎右衛門イ 博組行司
寛政9.11.15寄合。塩喜退役ニ付跡役評議ニ付惣寄合之上、行司五組共此度改、組替。
35 1798 寛政10年 1.20 吉文字屋市左衛門〃 増田屋源兵衛〃 敦賀屋六兵衛イ 柏原屋重兵衛イ 加賀屋善蔵イ 藤屋吉兵衛↓ 糸屋市兵衛イ 審組行司
1798 5.20 ○敦賀屋九兵衛〃 播磨屋九兵衛〃 本屋又兵衛イ 平野屋半右衛門〃 塩屋平助〃 塩屋三郎兵衛イ 慎組行司
1798 9.20 柏原屋清右衛門イ ○藤屋弥兵衛イ 丹波屋伝兵衛イ 和泉屋善兵衛イ× 河内屋太助イ 津国屋宗（惣）七イ 明組行司
36 1799 寛政11年 1.20 柏原屋与左衛門イ 河内屋喜兵衛イ 山口屋又一〃 藤屋善七〃 阿波屋清次イ 天満屋源次郎イ 篤組行司
1799 5.20 ○秋田屋市兵衛〃 ○誉田屋伊右衛門イ 油屋甚七（帰）× 海部屋勘兵衛〃 ○秋田屋徳右衛門〃 藤屋九兵衛〃 大津屋治郎右衛門〃 博組行司
1799 9.20 吉文字屋市左衛門〃 増田屋源兵衛〃（没）→ 敦賀屋六兵衛〃（没）× 柏原屋重兵衛〃 加賀屋善蔵〃 藤屋吉兵衛〃 糸屋市兵衛〃× 審組行司
37 1800 寛政12年 1.20 ○敦賀屋九兵衛〃 播磨屋九兵衛〃 本屋又兵衛〃× 平野屋半右衛門〃 塩屋平助〃 塩屋三郎兵衛〃 加嶋屋久兵衛↓ 慎組行司
1800 5.20 柏原屋清右衛門〃 ○藤屋弥兵衛〃→ 丹波屋伝兵衛〃× 河内屋太助〃 津国屋叟（惣）七〃 柏原屋嘉兵衛（隔）× 明組行司
1800 9.20 柏原屋与左衛門〃 河内屋喜兵衛〃 山口屋又一〃 藤屋善七〃 阿波屋清次〃× 天満屋源次郎〃 篤組行司
38 1801 寛政13年 1.20 ○秋田屋市兵衛〃 ○誉田屋伊右衛門〃 海部屋勘兵衛〃 ○秋田屋徳右衛門〃 藤屋九兵衛〃 勝尾屋六兵衛イ 大津屋次（治）郎右衛門〃 博組行司
享和1.5.8惣寄合。吉市組のうち増源・敦六死去ニ付加役糸市退役断申出、跡役替評議、二番目老分之 人無之故、替りの人が決まるまでの替りを鬮で決める。藤弥。敦六・糸市の替りも鬮で、本役のうちは泉卯、加役のうちは尼与。
1801 享和1年 5.20 吉文字屋市左衛門〃 スケ○藤屋弥兵衛イ→ 柏原屋十（重）兵衛〃 加賀屋善蔵〃 藤屋吉兵衛〃 泉屋卯兵衛イ 河内屋吉兵衛↓ 審組行司
1801 9.20 ○敦賀屋九兵衛〃 播磨屋九兵衛〃 平野屋半右衛門〃× 塩屋平介（助）〃× 塩屋三郎兵衛〃 吉文字屋利介– 加嶋屋久兵衛〃 慎組行司
39 1802 享和2年 1.20 柏原屋清右衛門〃 河内屋八兵衛イ ○藤屋弥兵衛〃← 河内屋太助〃 津国屋宗（惣）七〃× 紀伊国屋卯兵衛– 小川屋清右衛門↓ 明組行司
1802 5.20 柏原屋与左衛門〃 河内屋喜兵衛〃 山口屋又一〃× 藤屋善七〃 天満屋源次郎〃 藤屋徳兵衛↓ 亀屋安兵衛イ× 篤組行司
1802 9.20 ○秋田屋市兵衛〃 ○誉田屋伊右衛門〃 海部屋勘兵衛〃 ○秋田屋徳右衛門〃× 藤屋九兵衛〃 勝尾屋六兵衛〃→ 大津屋治郎右衛門〃 博組行司
享和2.11.7惣寄合。吉市組・敦九組無人ニ付難勤、跡役差入要請。吉市組何れも若年故老分の勝六手 伝ニ出勤。
40 1803 享和3年 1.20 四五　吉文字屋市左衛門〃 二三　加賀屋善蔵〃 正閏　藤屋吉兵衛〃× 四五　和泉屋卯兵衛〃× 正閏　河内屋吉兵衛〃 二三　千草屋新右衛門イ 今津屋辰三郎↓⇔
送り行司博組之内
勝尾屋六兵衛イ→ 審組行司
1803 5.20 柏原屋清右衛門〃 河内屋八兵衛〃 ○藤屋弥兵衛〃 河内屋太助〃 小川屋清右衛門〃 油屋卯兵衛↓ 明組行司（従来慎組の順）
1803 9.20 柏原屋与左衛門〃 河内屋喜兵衛〃→ 藤屋善七〃 天満屋源次郎〃 藤屋徳兵衛〃 田原屋平兵衛（帰） 篤組行司
41 1804 享和4年 1.20 ○敦賀屋九兵衛〃 播磨屋九兵衛〃 勝尾屋六兵衛イ 塩屋三郎兵衛〃 加嶋屋久兵衛〃 河内屋宗兵衛↓ 日野屋彦左衛門↓ 慎組行司
1804 文化1年 5.20 ○秋田屋市兵衛〃 ○誉田屋伊右衛門〃 海部屋勘兵衛〃 藤屋九兵衛〃 小刀屋六兵衛（帰） 大津屋治郎右衛門〃 博組行司
1804 9.20 吉文字屋市左衛門〃 河内屋喜兵衛イ→ 天満屋源次郎イ 加賀屋善蔵〃× 河内屋吉兵衛〃 千草屋新右衛門〃× 審組行司
42 1805 文化2年 1.20 ○敦賀屋九兵衛〃 播磨屋九兵衛〃 勝尾屋六兵衛〃 塩屋三郎兵衛〃 加嶋屋久兵衛〃 河内屋宗兵衛〃× 日野屋彦左衛門〃 慎組行司
1805 5.20 柏原屋清右衛門〃 河内屋八兵衛〃× ○藤屋弥兵衛〃 河内屋太助〃 小川屋清右衛門〃 油屋卯兵衛〃 明組行司
1805 9.20 柏原屋与左衛門〃 河内屋喜兵衛〃 藤屋善七〃 天満屋源次郎〃 藤屋徳兵衛〃 田原屋平兵衛〃× 篤組行司
43 1806 文化3年 1.20 ○秋田屋市兵衛〃 ○誉田屋伊右衛門〃 海部屋勘兵衛〃 藤屋九兵衛〃 小刀屋六兵衛〃⇔ 大津屋治郎右衛門〃 博組行司
1806 5.20 ○敦賀屋九兵衛〃→ 播磨屋九兵衛〃 勝尾屋六兵衛〃 塩屋三郎兵衛〃 加嶋屋久兵衛〃 河内屋惣（宗）兵衛〃 日野屋彦左衛門〃 慎組行司
文化3.9.15惣寄合。審組無人老分無之ニ付手伝鬮取ニいたし敦九あたり。
1806 9.20 吉文字屋市左衛門〃 ○敦賀屋九兵衛イ→ 河内屋吉兵衛〃× 今津屋辰三郎（帰）× 秋田屋太右衛門イ× 丹波屋栄蔵↓ 加賀屋弥助↓ 審組行司
44 1807 文化4年 1.20 柏原屋清右衛門〃 ○藤屋弥兵衛〃 河内屋太助〃 小川屋清右衛門〃 油屋卯兵衛〃× 山田屋嘉右衛門↓→ 明組
1807 5.20 柏原屋与左衛門〃 河内屋喜兵衛〃→ 藤屋善七〃→ 天満屋源次郎〃 藤屋徳兵衛〃 伊勢屋喜兵衛↓ 篤組
1807 9.20 ○秋田屋市兵衛〃 ○誉田屋伊右衛門〃→ 海部屋勘兵衛〃 藤屋九兵衛〃 大津屋治（次）郎右衛門〃→ 京屋吉右衛門↓→ 博組
45 1808 文化5年 1.20 ○敦賀屋九兵衛〃← 勝尾屋六兵衛〃→ 播磨屋九兵衛〃 塩屋三郎兵衛〃→ 加嶋屋久兵衛〃 河内屋惣兵衛〃 日野屋彦左衛門〃× 慎組
5.10吉市審組跡行司無人。5.11惣寄合、博明篤審一組より２人ずつ仮行事を定めることとする。
1808 5.20 河内屋喜兵衛イ→ 勝尾屋六兵衛イ→ 藤屋善七イ→ 河内屋太助イ 京屋吉右衛門イ→ 塩屋三郎兵衛イ→ 大津屋治郎右衛門イ→ 山田屋嘉右衛門イ→ 四組立会（本来審組の順）
− 122 − − 123 − （28）
1777 5.20 ○藤屋弥兵衛〃 柏原屋佐兵衛〃 神崎屋清兵衛〃 奈良屋善助〃 千草屋新右衛門〃 柏原屋十兵衛↓ 田原屋平兵衛〃 大津屋治郎右衛門○→
1777 9.20 ○秋田屋市兵衛〃 堺屋清兵衛〃 泉屋卯兵衛〃 河内屋八三郎〃 いつみ屋佐市↓ 天満屋源二郎〃 正本屋利兵衛〇→ 博組行司
15 1778 安永7年 1.20 ○吉（文字屋）市（兵衛）〃 柏（原屋）清（右衛門）イ? 正（本屋）小（兵衛）〃 天源–? 河（内屋）嘉（兵衛）イ? 河茂↓ 伏（見屋）嘉（兵衛）○→ 泉（屋）幸（助）イ×
1778 5.20 ○池（田屋）三（郎右衛門）〃⇔ ○敦（賀屋）九（兵衛）〃
本（屋）清（左衛門）〃?
× 亀（屋）安（兵衛）〃 富士（屋）長（兵衛）〃 池（田屋）利（兵衛）〃
本（屋）新（右衛門）（帰）
→ 天庄–
1778 9.20 柏原屋与左衛門〃 丹波屋伝兵衛〃 河内屋喜兵衛〃 近江屋甚兵衛〃 柏原屋庄兵衛〃 鴻池屋長右衛門〃 伏見屋利兵衛↓ 綿屋喜兵衛–
16 1779 安永8年 1.20 ○藤屋弥兵衛〃 柏原屋佐兵衛〃 神崎屋清兵衛〃 奈良屋善助〃 千草屋新右衛門〃 塩屋平助（隔）→ 田原屋平兵衛〃 柏原屋重兵衛〃 篤組行司
1779 5.20 堺屋清兵衛〃 和泉屋卯兵衛〃 河内屋八三郎〃 和泉屋佐市〃 橘屋忠兵衛↓ 正本屋清兵衛イ× 丹波屋次（治）兵衛イ←→ ○秋田屋市兵衛〃 博組行司
1779 9.20 ○吉（文字屋）市（兵衛）〃 柏（原屋）清（右衛門）〃 正（本屋）小（兵衛）〃 天（満屋）源（次郎）〃 河（内屋）嘉（兵衛）〃 塩（屋）三（郎兵衛）○→ 河茂〃× 審組行司
17 1780 安永9年 1.20 ○敦（賀屋）九（兵衛）〃 亀（屋）安（兵衛）〃 池（田屋）利（兵衛）〃 富士（屋）長（兵衛）〃 塩（屋）平（助）イ 岩伝– 堺忠– 慎組行司
1780 5.20 柏原屋与左衛門〃 丹波屋伝兵衛〃→ 河内屋喜兵衛〃 近江屋甚兵衛〃 柏原屋庄兵衛〃 鴻池屋長右衛門〃 伏見屋利兵衛〃× 伏見屋喜兵衛– 明組行司
1780 9.20 柏原屋佐兵衛〃（没） 柏原屋十兵衛〃? 河内屋八兵衛↓ ○藤屋弥兵衛〃 神崎屋清兵衛〃 千草屋新右衛門〃→ 奈良屋善助〃 田原屋平兵衛〃 篤組　
柏原屋佐兵衛天明元年夏病死・尼崎屋佐兵衛天明元年閏5月病気
18 1781 安永10年 1.20 堺屋清兵衛〃 和泉屋卯兵衛〃 河内屋八三郎〃 和泉屋佐市〃× 橘屋忠兵衛〃 升屋兵助– 墨屋儀右衛門○→ ○秋田屋市兵衛〃 博組行司
1781（天明1年） 5.20 正本屋小兵衛〃 丹波屋伝兵衛イ ○吉文字屋市兵衛〃 柏原屋清右衛門〃 （他不明） 行司名一覧は欠
1781 9.20 行司名一覧欠（○敦賀屋） 慎組行司
19 1782 天明2年 1.20 柏原屋与左衛門〃 河内屋喜兵衛〃 柏原屋庄兵衛〃 鴻池屋長右衛門〃 本屋新右衛門イ× 布屋源兵衛– 紙屋与八– 近江屋甚兵衛〃 明組行司
1782 5.20 ○藤屋弥兵衛〃 神崎屋清兵衛〃 柏原屋重兵衛〃? 河内屋八兵衛〃 藤屋善七イ 田原屋平兵衛〃 奈良屋善助〃 柏原屋佐兵衛〃
1782 9.20 ○秋田屋市兵衛〃 河内屋八三郎〃 堺屋清兵衛〃× 和泉屋卯兵衛〃 和泉屋次郎兵衛イ 橘屋忠兵衛〃 亀屋武兵衛↓ 丹波屋半兵衛（帰） 博行司中
20 1783 天明3年 1.20 ○吉文字屋市兵衛〃 柏原屋清右衛門〃 丹波屋伝兵衛〃 河内屋嘉兵衛〃イ? 増田屋源兵衛イ 天満屋久次郎↓ 正本屋小兵衛〃⇔ 大和屋庄兵衛↓
1783 5.20 ○池田屋三郎右衛門（帰?） ○敦賀屋九兵衛〃 亀屋安兵衛〃 富士屋長兵衛〃 池田屋利兵衛〃 塩屋平助〃?イ? 本屋庄次郎– 泉屋源七イ→
1783 9.20 柏原屋与左衛門〃 柏原屋庄兵衛〃× 近江屋甚兵衛〃 鴻池屋長右衛門〃 丹波屋治兵衛イ 正本屋利兵衛イ 田川屋正助– 河内屋喜兵衛〃
21 1784 天明4年 1.20 田原屋平兵衛〃 寺田（奈良屋）善助〃 河内屋八兵衛〃 柏原屋重（十）兵衛〃 ○藤屋弥兵衛〃 神崎屋清兵衛〃 藤屋善七〃 柏原屋佐兵衛〃
1784 5.20 河内屋八三郎〃 泉屋卯兵衛〃 泉屋次郎兵衛〃 橘屋忠兵衛〃 亀屋武兵衛〃 丹波屋半兵衛〃 ○秋田屋市兵衛〃 博組行司
1784 9.20 ○吉文字屋市兵衛〃 柏原屋清右衛門〃 丹波屋伝兵衛〃 河内屋嘉兵衛〃⇔ 天満屋久次郎〃×? 増田屋源兵衛〃 大和屋庄兵衛〃×? 墨屋儀右衛門イ×
22 1785 天明5年 1.20 ○池田屋三郎右衛門〃×? ○敦賀屋九兵衛〃 亀屋安兵衛〃 富士屋長兵衛〃×? 池田屋利兵衛〃× 塩屋平介（助）〃 伊丹屋善兵衛– 布屋和五郎–
1785 5.20 柏原屋与左衛門〃 河内屋喜兵衛〃 近江屋甚兵衛〃 鴻池屋長右衛門〃 丹波屋次（治）兵衛〃 本屋又兵衛↓ 田川屋正介（助）〃 正本屋利兵衛〃
1785 9.20 寺田善助〃 柏原屋十（重）兵衛〃 河内屋八兵衛〃 田原屋平兵衛〃 柏原屋佐兵衛〃 神崎屋清兵衛〃 ○藤屋弥兵衛〃 藤屋善七〃
23 1786 天明6年 1.20 ○秋田屋市兵衛〃 河内屋八三郎〃→ 泉屋卯兵衛〃 泉屋次郎兵衛〃 橘屋忠兵衛〃 亀屋武兵衛〃 丹波屋半兵衛〃 万屋新右衛門– 博組行司中
1786 5.20 行司名一覧欠（○吉文字屋） 審組行司
1786 9.20 行司名一覧欠（○池田屋？） 慎行司
24 1787 天明7年 1.20 柏原屋与左衛門〃 河内屋喜兵衛〃 近江屋甚兵衛〃 鴻池屋長右衛門〃 丹波屋治兵衛〃 本屋又兵衛〃 正本屋利兵衛（加役）〃× 奈良屋長兵衛（加役?）↓ 明行司中
1787 5.20 神崎屋清兵衛〃 ○藤屋弥兵衛〃 奈良屋善助〃 河内屋八兵衛〃 柏原屋佐兵衛〃 田原屋平兵衛〃→ 藤屋善七〃 山口屋又一（市）↓ 篤行司
1787 9.21 ○秋田屋市兵衛〃 和泉屋卯兵衛〃 和泉屋次郎兵衛〃× 橘屋忠兵衛〃 亀屋武兵衛〃 河内屋嘉市↓ 丹波屋半兵衛〃 塩屋忠兵衛↓ 博組
25 1788 天明8年 1.21 ○吉文字屋市兵衛〃 柏原屋清右衛門〃 丹波屋伝兵衛〃 増田屋源兵衛〃 正本屋小兵衛（帰?）× 千草屋平兵衛↓ 和泉屋源七イ 和泉屋善兵衛↓ 行司審組
1788 5.20 ○敦賀屋九兵衛〃 塩屋平介〃 播磨屋九兵衛（帰?） 亀屋安兵衛〃 ○誉田屋伊右衛門イ 敦賀屋六兵衛イ 平野屋半右衛門↓ 俵屋太郎吉↓ 慎組行司
1788 9.20 柏原屋与左衛門〃 河内屋喜兵衛〃 鴻池屋長右衛門〃 丹波屋次（治）兵衛〃 本屋又兵衛〃 加賀屋善蔵（加役）↓ 奈良屋長兵衛（加役）〃 近江屋甚兵衛〃 明組行司
26 1789 天明9年 1.20 神崎屋清兵衛〃 奈良屋善助〃 ○藤屋弥兵衛〃 河内屋八兵衛〃 柏原屋佐兵衛〃 藤屋善七〃 丹波屋助七– 山口屋又一〃 篤組行司
1789 寛政1年 5.20 和泉屋卯兵衛〃 橘屋忠兵衛〃 亀屋武兵衛〃 河内屋嘉市〃× 塩屋喜介↓ 丹波屋半兵衛〃 塩屋忠兵衛〃→ ○秋田屋市兵衛〃 博組行司
1789 9.20 ○吉文字屋市兵衛〃 柏原屋清右衛門〃 丹波屋伝兵衛〃 河内屋嘉兵衛（帰） 増田屋源兵衛〃 千草屋平兵衛〃 和泉屋源七〃 和泉屋善兵衛〃 審組行司
27 1790 寛政2年 1.20 ○敦賀屋九兵衛〃 播磨屋九兵衛〃 塩屋平介〃⇔ 亀屋安兵衛〃⇔ 敦賀屋六兵衛〃 ○誉田屋伊右衛門〃 平野屋半右衛門〃 俵屋太郎吉〃 慎組行司
1790 5.20 柏原屋与左衛門〃 河内屋喜兵衛〃 近江屋甚兵衛〃 鴻池屋長右衛門〃× 本屋又兵衛〃 加賀屋善蔵〃→ 丹波屋治兵衛〃⇔ 奈良屋長兵衛〃× 明組行司
1790 9.20 神崎屋清兵衛〃 ○藤屋弥兵衛〃 奈良屋善助〃 河内屋八兵衛〃 藤屋善七〃 柏原屋佐兵衛〃 丹波屋介（助）七〃 山口屋又一〃 篤組行司
28 1791 寛政3年 1.20 ○秋田屋市兵衛〃 泉屋卯兵衛〃⇔ 橘屋忠兵衛〃× 亀屋武兵衛〃 塩屋喜助（介）〃 丹波屋半兵衛〃× 河内屋栄助〇→ 油屋甚七↓ 博組行司
1791 5.20 ○吉文字屋市兵衛〃 柏原屋清右衛門〃 丹波屋伝兵衛〃 増田屋源兵衛〃 河内屋嘉兵衛〃 千草屋平兵衛〃× 和泉屋源七〃× 和泉屋善兵衛〃 審組行司
1791 9.20 ○敦賀屋九兵衛〃 播磨屋九兵衛〃 塩屋平右衛門↓ 敦賀屋六兵衛〃 ○誉田屋伊右衛門〃 平野屋半右衛門〃 俵屋太郎吉〃× 慎組行司
29 1792 寛政4年 1.20 柏原屋与左衛門〃 河内屋喜兵衛〃 近江屋甚兵衛〃 本屋又兵衛〃 塩屋三郎兵衛イ 阿波屋清次↓ 明組行司
1792 5.20 神崎屋清兵衛〃 奈良屋善助〃 河内屋八兵衛〃 山口屋亦（又）一〃 柏原屋佐兵衛〃 柏原屋重兵衛（帰） ○藤屋弥兵衛〃 藤屋善七〃 篤組行司
1792 9.20 ○秋田屋市兵衛〃 亀屋武兵衛〃 志保（塩）屋喜助〃 油屋甚七〃 糸屋市兵衛イ 伏見屋嘉兵衛イ× 海部屋勘兵衛↓ 博組行司
30 1793 寛政5年 1.20 ○吉文字屋市兵衛〃 柏原屋清右衛門〃 丹波屋伝兵衛〃→ 増田屋源兵衛〃 泉屋善兵衛〃 河内屋栄助イ 升屋七右衛門– 河内屋嘉兵衛〃× 審組行司
1793 5.20 ○敦賀屋九兵衛〃 塩屋平右衛門〃× 播磨屋九兵衛〃 ○誉田屋伊右衛門〃 敦賀屋六兵衛〃 平野屋半右衛門〃 亀屋安兵衛（隔） 塩屋忠兵衛イ 慎組行司
1793 9.27 柏原屋与左衛門〃 河内屋喜兵衛〃 近江屋甚兵衛〃 本屋又兵衛〃 塩屋三郎兵衛〃 丹波屋治兵衛（隔） 阿波屋清治（次）〃 田原屋平兵衛イ⇔ 明組行司




1777 5.20 ○藤屋弥兵衛〃 柏原屋佐兵衛〃 神崎屋清兵衛〃 奈良屋善助〃 千草屋新右衛門〃 柏原屋十兵衛↓ 田原屋平兵衛〃 大津屋治郎右衛門○→
1777 9.20 ○秋田屋市兵衛〃 堺屋清兵衛〃 泉屋卯兵衛〃 河内屋八三郎〃 いつみ屋佐市↓ 天満屋源二郎〃 正本屋利兵衛〇→ 博組行司
15 1778 安永7年 1.20 ○吉（文字屋）市（兵衛）〃 柏（原屋）清（右衛門）イ? 正（本屋）小（兵衛）〃 天源–? 河（内屋）嘉（兵衛）イ? 河茂↓ 伏（見屋）嘉（兵衛）○→ 泉（屋）幸（助）イ×
1778 5.20 ○池（田屋）三（郎右衛門）〃⇔ ○敦（賀屋）九（兵衛）〃
本（屋）清（左衛門）〃?
× 亀（屋）安（兵衛）〃 富士（屋）長（兵衛）〃 池（田屋）利（兵衛）〃
本（屋）新（右衛門）（帰）
→ 天庄–
1778 9.20 柏原屋与左衛門〃 丹波屋伝兵衛〃 河内屋喜兵衛〃 近江屋甚兵衛〃 柏原屋庄兵衛〃 鴻池屋長右衛門〃 伏見屋利兵衛↓ 綿屋喜兵衛–
16 1779 安永8年 1.20 ○藤屋弥兵衛〃 柏原屋佐兵衛〃 神崎屋清兵衛〃 奈良屋善助〃 千草屋新右衛門〃 塩屋平助（隔）→ 田原屋平兵衛〃 柏原屋重兵衛〃 篤組行司
1779 5.20 堺屋清兵衛〃 和泉屋卯兵衛〃 河内屋八三郎〃 和泉屋佐市〃 橘屋忠兵衛↓ 正本屋清兵衛イ× 丹波屋次（治）兵衛イ←→ ○秋田屋市兵衛〃 博組行司
1779 9.20 ○吉（文字屋）市（兵衛）〃 柏（原屋）清（右衛門）〃 正（本屋）小（兵衛）〃 天（満屋）源（次郎）〃 河（内屋）嘉（兵衛）〃 塩（屋）三（郎兵衛）○→ 河茂〃× 審組行司
17 1780 安永9年 1.20 ○敦（賀屋）九（兵衛）〃 亀（屋）安（兵衛）〃 池（田屋）利（兵衛）〃 富士（屋）長（兵衛）〃 塩（屋）平（助）イ 岩伝– 堺忠– 慎組行司
1780 5.20 柏原屋与左衛門〃 丹波屋伝兵衛〃→ 河内屋喜兵衛〃 近江屋甚兵衛〃 柏原屋庄兵衛〃 鴻池屋長右衛門〃 伏見屋利兵衛〃× 伏見屋喜兵衛– 明組行司
1780 9.20 柏原屋佐兵衛〃（没） 柏原屋十兵衛〃? 河内屋八兵衛↓ ○藤屋弥兵衛〃 神崎屋清兵衛〃 千草屋新右衛門〃→ 奈良屋善助〃 田原屋平兵衛〃 篤組　
柏原屋佐兵衛天明元年夏病死・尼崎屋佐兵衛天明元年閏5月病気
18 1781 安永10年 1.20 堺屋清兵衛〃 和泉屋卯兵衛〃 河内屋八三郎〃 和泉屋佐市〃× 橘屋忠兵衛〃 升屋兵助– 墨屋儀右衛門○→ ○秋田屋市兵衛〃 博組行司
1781（天明1年） 5.20 正本屋小兵衛〃 丹波屋伝兵衛イ ○吉文字屋市兵衛〃 柏原屋清右衛門〃 （他不明） 行司名一覧は欠
1781 9.20 行司名一覧欠（○敦賀屋） 慎組行司
19 1782 天明2年 1.20 柏原屋与左衛門〃 河内屋喜兵衛〃 柏原屋庄兵衛〃 鴻池屋長右衛門〃 本屋新右衛門イ× 布屋源兵衛– 紙屋与八– 近江屋甚兵衛〃 明組行司
1782 5.20 ○藤屋弥兵衛〃 神崎屋清兵衛〃 柏原屋重兵衛〃? 河内屋八兵衛〃 藤屋善七イ 田原屋平兵衛〃 奈良屋善助〃 柏原屋佐兵衛〃
1782 9.20 ○秋田屋市兵衛〃 河内屋八三郎〃 堺屋清兵衛〃× 和泉屋卯兵衛〃 和泉屋次郎兵衛イ 橘屋忠兵衛〃 亀屋武兵衛↓ 丹波屋半兵衛（帰） 博行司中
20 1783 天明3年 1.20 ○吉文字屋市兵衛〃 柏原屋清右衛門〃 丹波屋伝兵衛〃 河内屋嘉兵衛〃イ? 増田屋源兵衛イ 天満屋久次郎↓ 正本屋小兵衛〃⇔ 大和屋庄兵衛↓
1783 5.20 ○池田屋三郎右衛門（帰?） ○敦賀屋九兵衛〃 亀屋安兵衛〃 富士屋長兵衛〃 池田屋利兵衛〃 塩屋平助〃?イ? 本屋庄次郎– 泉屋源七イ→
1783 9.20 柏原屋与左衛門〃 柏原屋庄兵衛〃× 近江屋甚兵衛〃 鴻池屋長右衛門〃 丹波屋治兵衛イ 正本屋利兵衛イ 田川屋正助– 河内屋喜兵衛〃
21 1784 天明4年 1.20 田原屋平兵衛〃 寺田（奈良屋）善助〃 河内屋八兵衛〃 柏原屋重（十）兵衛〃 ○藤屋弥兵衛〃 神崎屋清兵衛〃 藤屋善七〃 柏原屋佐兵衛〃
1784 5.20 河内屋八三郎〃 泉屋卯兵衛〃 泉屋次郎兵衛〃 橘屋忠兵衛〃 亀屋武兵衛〃 丹波屋半兵衛〃 ○秋田屋市兵衛〃 博組行司
1784 9.20 ○吉文字屋市兵衛〃 柏原屋清右衛門〃 丹波屋伝兵衛〃 河内屋嘉兵衛〃⇔ 天満屋久次郎〃×? 増田屋源兵衛〃 大和屋庄兵衛〃×? 墨屋儀右衛門イ×
22 1785 天明5年 1.20 ○池田屋三郎右衛門〃×? ○敦賀屋九兵衛〃 亀屋安兵衛〃 富士屋長兵衛〃×? 池田屋利兵衛〃× 塩屋平介（助）〃 伊丹屋善兵衛– 布屋和五郎–
1785 5.20 柏原屋与左衛門〃 河内屋喜兵衛〃 近江屋甚兵衛〃 鴻池屋長右衛門〃 丹波屋次（治）兵衛〃 本屋又兵衛↓ 田川屋正介（助）〃 正本屋利兵衛〃
1785 9.20 寺田善助〃 柏原屋十（重）兵衛〃 河内屋八兵衛〃 田原屋平兵衛〃 柏原屋佐兵衛〃 神崎屋清兵衛〃 ○藤屋弥兵衛〃 藤屋善七〃
23 1786 天明6年 1.20 ○秋田屋市兵衛〃 河内屋八三郎〃→ 泉屋卯兵衛〃 泉屋次郎兵衛〃 橘屋忠兵衛〃 亀屋武兵衛〃 丹波屋半兵衛〃 万屋新右衛門– 博組行司中
1786 5.20 行司名一覧欠（○吉文字屋） 審組行司
1786 9.20 行司名一覧欠（○池田屋？） 慎行司
24 1787 天明7年 1.20 柏原屋与左衛門〃 河内屋喜兵衛〃 近江屋甚兵衛〃 鴻池屋長右衛門〃 丹波屋治兵衛〃 本屋又兵衛〃 正本屋利兵衛（加役）〃× 奈良屋長兵衛（加役?）↓ 明行司中
1787 5.20 神崎屋清兵衛〃 ○藤屋弥兵衛〃 奈良屋善助〃 河内屋八兵衛〃 柏原屋佐兵衛〃 田原屋平兵衛〃→ 藤屋善七〃 山口屋又一（市）↓ 篤行司
1787 9.21 ○秋田屋市兵衛〃 和泉屋卯兵衛〃 和泉屋次郎兵衛〃× 橘屋忠兵衛〃 亀屋武兵衛〃 河内屋嘉市↓ 丹波屋半兵衛〃 塩屋忠兵衛↓ 博組
25 1788 天明8年 1.21 ○吉文字屋市兵衛〃 柏原屋清右衛門〃 丹波屋伝兵衛〃 増田屋源兵衛〃 正本屋小兵衛（帰?）× 千草屋平兵衛↓ 和泉屋源七イ 和泉屋善兵衛↓ 行司審組
1788 5.20 ○敦賀屋九兵衛〃 塩屋平介〃 播磨屋九兵衛（帰?） 亀屋安兵衛〃 ○誉田屋伊右衛門イ 敦賀屋六兵衛イ 平野屋半右衛門↓ 俵屋太郎吉↓ 慎組行司
1788 9.20 柏原屋与左衛門〃 河内屋喜兵衛〃 鴻池屋長右衛門〃 丹波屋次（治）兵衛〃 本屋又兵衛〃 加賀屋善蔵（加役）↓ 奈良屋長兵衛（加役）〃 近江屋甚兵衛〃 明組行司
26 1789 天明9年 1.20 神崎屋清兵衛〃 奈良屋善助〃 ○藤屋弥兵衛〃 河内屋八兵衛〃 柏原屋佐兵衛〃 藤屋善七〃 丹波屋助七– 山口屋又一〃 篤組行司
1789 寛政1年 5.20 和泉屋卯兵衛〃 橘屋忠兵衛〃 亀屋武兵衛〃 河内屋嘉市〃× 塩屋喜介↓ 丹波屋半兵衛〃 塩屋忠兵衛〃→ ○秋田屋市兵衛〃 博組行司
1789 9.20 ○吉文字屋市兵衛〃 柏原屋清右衛門〃 丹波屋伝兵衛〃 河内屋嘉兵衛（帰） 増田屋源兵衛〃 千草屋平兵衛〃 和泉屋源七〃 和泉屋善兵衛〃 審組行司
27 1790 寛政2年 1.20 ○敦賀屋九兵衛〃 播磨屋九兵衛〃 塩屋平介〃⇔ 亀屋安兵衛〃⇔ 敦賀屋六兵衛〃 ○誉田屋伊右衛門〃 平野屋半右衛門〃 俵屋太郎吉〃 慎組行司
1790 5.20 柏原屋与左衛門〃 河内屋喜兵衛〃 近江屋甚兵衛〃 鴻池屋長右衛門〃× 本屋又兵衛〃 加賀屋善蔵〃→ 丹波屋治兵衛〃⇔ 奈良屋長兵衛〃× 明組行司
1790 9.20 神崎屋清兵衛〃 ○藤屋弥兵衛〃 奈良屋善助〃 河内屋八兵衛〃 藤屋善七〃 柏原屋佐兵衛〃 丹波屋介（助）七〃 山口屋又一〃 篤組行司
28 1791 寛政3年 1.20 ○秋田屋市兵衛〃 泉屋卯兵衛〃⇔ 橘屋忠兵衛〃× 亀屋武兵衛〃 塩屋喜助（介）〃 丹波屋半兵衛〃× 河内屋栄助〇→ 油屋甚七↓ 博組行司
1791 5.20 ○吉文字屋市兵衛〃 柏原屋清右衛門〃 丹波屋伝兵衛〃 増田屋源兵衛〃 河内屋嘉兵衛〃 千草屋平兵衛〃× 和泉屋源七〃× 和泉屋善兵衛〃 審組行司
1791 9.20 ○敦賀屋九兵衛〃 播磨屋九兵衛〃 塩屋平右衛門↓ 敦賀屋六兵衛〃 ○誉田屋伊右衛門〃 平野屋半右衛門〃 俵屋太郎吉〃× 慎組行司
29 1792 寛政4年 1.20 柏原屋与左衛門〃 河内屋喜兵衛〃 近江屋甚兵衛〃 本屋又兵衛〃 塩屋三郎兵衛イ 阿波屋清次↓ 明組行司
1792 5.20 神崎屋清兵衛〃 奈良屋善助〃 河内屋八兵衛〃 山口屋亦（又）一〃 柏原屋佐兵衛〃 柏原屋重兵衛（帰） ○藤屋弥兵衛〃 藤屋善七〃 篤組行司
1792 9.20 ○秋田屋市兵衛〃 亀屋武兵衛〃 志保（塩）屋喜助〃 油屋甚七〃 糸屋市兵衛イ 伏見屋嘉兵衛イ× 海部屋勘兵衛↓ 博組行司
30 1793 寛政5年 1.20 ○吉文字屋市兵衛〃 柏原屋清右衛門〃 丹波屋伝兵衛〃→ 増田屋源兵衛〃 泉屋善兵衛〃 河内屋栄助イ 升屋七右衛門– 河内屋嘉兵衛〃× 審組行司
1793 5.20 ○敦賀屋九兵衛〃 塩屋平右衛門〃× 播磨屋九兵衛〃 ○誉田屋伊右衛門〃 敦賀屋六兵衛〃 平野屋半右衛門〃 亀屋安兵衛（隔） 塩屋忠兵衛イ 慎組行司
1793 9.27 柏原屋与左衛門〃 河内屋喜兵衛〃 近江屋甚兵衛〃 本屋又兵衛〃 塩屋三郎兵衛〃 丹波屋治兵衛（隔） 阿波屋清治（次）〃 田原屋平兵衛イ⇔ 明組行司











年数 西暦 元号年 月日 行　　　　　　司 組
1 1764 宝暦14年 1.21 ○誉田屋伊右衛門↓ 田原屋平兵衛↓ ○藤屋弥兵衛↓ 千草屋新右衛門↓ 神崎屋清兵衛↓ 長谷川屋喜右衛門○→ 柏原屋佐兵衛（加役）↓ 山城屋忠次郎（加役）–
1764（明和元年）5.25 ○秋田屋市兵衛↓ 堺屋清兵衛↓ 泉屋卯兵衛↓ 河内屋八三郎↓ 丹波屋半兵衛↓ 丹波屋治兵衛↓ 本屋十兵衛– 奈良屋善助〇→
1764 9.21 ○吉文字屋市兵衛↓ 本屋清左衛門○→ 柏原屋与一– 本屋弥兵衛– 糸屋源助○→ 正本屋小兵衛（加役）↓ 升屋大蔵– 阿波屋平八（加役）–
2 1765 明和2年 1.21 ○池田屋三郎右衛門↓ ○敦賀屋九兵衛↓ 本屋新右衛門○→? 糸屋市兵衛〇→ 本屋伊兵衛〇→ 秋田屋太右衛門○→ 伊丹屋庄次郎（加役）– 浪花屋忠五郎（加役）○→
1765 5.21 ○柏原屋清右衛門○→ 丹波屋伝兵衛↓ 河内屋喜兵衛↓ 塩屋平助↓ 近江屋甚兵衛↓ 伊丹屋佐助〇→ 富士屋長兵衛（加役）○→ 和泉屋幸助（加役）○→
1765 9.20 ○誉田屋伊右衛門〃 田原屋平兵衛〃 ○藤屋弥兵衛〃 千草屋新右衛門〃 柏原屋佐兵衛〃 神崎屋清兵衛〃 播磨屋佐兵衛⇔ 小嶋屋伝兵衛–
3 1766 明和3年 1.20 ○秋田屋市兵衛〃 堺屋清兵衛〃 泉屋卯兵衛〃 河内屋八三郎〃 丹波屋半兵衛〃 尼崎屋佐兵衛↓ 丹波屋治兵衛⇔ ○本屋庄太郎–
1766 5. 記録欠（○吉文字屋）
1766 9. 記録欠（○池田屋）
4 1767 明和4年 1.21 柏原屋与左衛門↓ 本屋清左衛門イ 丹波屋伝兵衛〃 河内屋喜兵衛〃 塩屋平助〃→ 近江屋甚兵衛〃 天（満屋）源（次郎）（加役）○→ なら三（加役）–
1767 5.21 ○誉田屋伊右衛門〃→ 田原屋平兵衛〃 柏原屋佐兵衛〃→ 千草屋新右衛門〃 ○藤屋弥兵衛〃 神崎屋清兵衛〃 小刀屋六兵衛（加役）○→ 泉屋孫兵衛（加役）↓
1767 9.20 ○秋田屋市兵衛〃 堺屋清兵衛〃 泉屋卯兵衛〃 丹波屋半兵衛〃 河内屋八三郎〃 尼崎屋佐兵衛〃× 本屋庄二郎– 伊丹屋佐助イ×
5 1768 明和5年 1.20 記録欠（○吉文字屋）
1768 5. 記録欠（○池田屋）
1768 9.20 柏原屋与左衛門〃 本屋清左衛門〃 丹波屋伝兵衛〃 河内屋喜兵衛〃 柏原屋佐兵衛イ→ 近江屋甚兵衛〃 河内屋与右衛門– 灘屋原兵衛–
6 1769 明和6年 1.20 田原屋平兵衛〃 ○藤屋弥兵衛〃 千草屋新右衛門〃 神崎屋清兵衛〃 播磨屋佐兵衛（隔） 亀屋安兵衛〇→ 泉屋孫兵衛〃× 西田屋利兵衛–＊ 柏原屋佐兵衛イ〃
＊西利丈、一度も出勤無之仍之算用帳ニ姓名除
1769 5.20 ○秋田屋市兵衛〃 堺屋清兵衛〃 泉屋卯兵衛〃 丹波屋半兵衛〃 河内屋八三郎〃 糸屋源介（助）イ 丹波屋次（治）兵衛（隔） 小刀屋六兵衛イ→
1769 10.2 記録欠（○吉文字屋）
7 1770 明和7年 1.20 記録欠（○池田屋）
1770 5.20 柏原屋与左衛門〃 本屋清左衛門〃 河内屋喜兵衛〃 丹波屋伝兵衛〃 近江屋甚兵衛〃 長谷川屋喜右衛門イ 和泉屋治（次）郎兵衛（（加役））○→
和泉屋治郎兵衛は加役と書かれているわけではないが、行司６名とあるし、〆六人と書いた次行 に記されるので加役と理解した。
1770 9.20 ○藤屋弥兵衛〃 柏原屋佐兵衛〃 千種（草）屋新右衛門〃 神崎屋清兵衛〃 奈良屋善助イ 田原屋平兵衛〃 播磨屋佐兵衛〃（加役）× 本屋丹六（加役）–
8 1771 明和8年 1.20 ○秋田屋市兵衛〃 堺屋清兵衛〃 泉屋卯兵衛〃 丹波屋半兵衛〃 糸屋源介〃 船橋屋治兵衛– 河内屋八三郎〃（（加役）） 鯛屋吉兵衛（（加役））–
1771 5.20 記録欠（○吉文字屋）
1771 9. 記録欠（○池田屋）
9 1772 明和9年 1.20 柏原屋与左衛門〃 本屋清左衛門〃 河内屋喜兵衛〃 丹波屋伝兵衛〃 近江屋甚兵衛〃 増田屋源兵衛〇→ 長谷川喜右衛門〃（（加役?））×＊ 柏原屋庄兵衛↓
＊断ニ付書上ゲ除。増源勤被申候。
1772（安永1年） 5.20 ○藤屋弥兵衛〃 田原屋平兵衛〃＊ 千草屋新右衛門〃 神崎屋清兵衛〃 奈良屋善助〃 柏原屋佐兵衛〃 小刀屋六兵衛イ→ 丹波屋次（治）兵衛イ→
＊此度計印形断（小刀屋六兵衛が「此度印形」）
1772 9.20 ○秋田屋市兵衛〃 堺屋清兵衛〃 泉屋卯兵衛〃 河内屋八三郎〃 丹波屋半兵衛〃 糸屋源介〃 浪花屋忠五郎イ× 大久保屋平兵衛–
10 1773 安永2年 1.20 記録欠（○吉文字屋）
1773 5.20 ○池田屋三郎右衛門〃 ○敦賀屋九兵衛〃 ○本屋清三郎– 亀屋安兵衛イ 富士屋長兵衛イ 河内屋嘉兵衛〇→
1773 9.20 柏原屋与左衛門〃 本屋清左衛門〃→ 河内屋喜兵衛〃 丹波屋伝兵衛〃 近江屋甚兵衛〃 柏原屋庄兵衛〃 安井重兵衛（加役）– 正本屋清兵衛（加役）○→
11 1774 安永3年 1.20 ○藤屋弥兵衛〃 柏原屋佐兵衛〃 千草屋新右衛門〃 神崎屋清兵衛〃 奈良屋善助〃 塩屋平助イ⇔ 和泉屋源七〇→ 田原屋平兵衛〃
1774 5.20 ○秋田屋市兵衛〃 泉屋卯兵衛〃 河内屋八三郎〃 丹波屋半兵衛〃 糸屋源介〃× 村上伊兵衛– 敦賀屋六兵衛○→ 堺屋清兵衛〃
1774 9. 記録欠（○吉文字屋）
12 1775 安永4年 1. ○池田屋三郎右衛門〃 ○敦賀屋九兵衛〃 本屋清左衛門イ 富士屋長兵衛〃 亀屋安兵衛〃 池田屋利兵衛↓ 播磨屋九兵衛↓⇔ 勝尾屋六兵衛○→
1775 5.20 柏原屋与左衛門〃 丹波屋伝兵衛〃 河内屋喜兵衛〃 近江屋甚兵衛〃 鴻池屋長右衛門↓ 柏原屋庄兵衛〃 藤屋善七〇→ 平野屋源兵衛–
1775 9.20 田原屋平兵衛〃 ○藤屋弥兵衛〃 千草屋新右衛門〃 神崎屋清兵衛〃 奈良屋善助〃 柏原屋佐兵衛〃 表紙屋弥七– 伊勢屋喜右衛門–
13 1776 安永5年 1.20 堺屋清兵衛〃 ○秋田屋市兵衛〃 泉屋卯兵衛〃 丹波屋半兵衛〃⇔ 河内屋八三郎〃 本屋伊兵衛イ× 天満屋源次郎イ 大坂屋八重郎–
1776 5.20 記録欠（○吉文字屋）
1776 9.20 記録欠（○池田屋）
14 1777 安永6年 1.20 柏原屋与左衛門〃 丹波屋伝兵衛〃 河内屋喜兵衛〃 近江屋甚兵衛〃 柏原屋庄兵衛〃 鴻池屋長右衛門〃 富士屋文蔵– 志方屋与兵衛–














年数 西暦 元号年 月日 行　　　　　　司 組
1 1764 宝暦14年 1.21 ○誉田屋伊右衛門↓ 田原屋平兵衛↓ ○藤屋弥兵衛↓ 千草屋新右衛門↓ 神崎屋清兵衛↓ 長谷川屋喜右衛門○→ 柏原屋佐兵衛（加役）↓ 山城屋忠次郎（加役）–
1764（明和元年）5.25 ○秋田屋市兵衛↓ 堺屋清兵衛↓ 泉屋卯兵衛↓ 河内屋八三郎↓ 丹波屋半兵衛↓ 丹波屋治兵衛↓ 本屋十兵衛– 奈良屋善助〇→
1764 9.21 ○吉文字屋市兵衛↓ 本屋清左衛門○→ 柏原屋与一– 本屋弥兵衛– 糸屋源助○→ 正本屋小兵衛（加役）↓ 升屋大蔵– 阿波屋平八（加役）–
2 1765 明和2年 1.21 ○池田屋三郎右衛門↓ ○敦賀屋九兵衛↓ 本屋新右衛門○→? 糸屋市兵衛〇→ 本屋伊兵衛〇→ 秋田屋太右衛門○→ 伊丹屋庄次郎（加役）– 浪花屋忠五郎（加役）○→
1765 5.21 ○柏原屋清右衛門○→ 丹波屋伝兵衛↓ 河内屋喜兵衛↓ 塩屋平助↓ 近江屋甚兵衛↓ 伊丹屋佐助〇→ 富士屋長兵衛（加役）○→ 和泉屋幸助（加役）○→
1765 9.20 ○誉田屋伊右衛門〃 田原屋平兵衛〃 ○藤屋弥兵衛〃 千草屋新右衛門〃 柏原屋佐兵衛〃 神崎屋清兵衛〃 播磨屋佐兵衛⇔ 小嶋屋伝兵衛–
3 1766 明和3年 1.20 ○秋田屋市兵衛〃 堺屋清兵衛〃 泉屋卯兵衛〃 河内屋八三郎〃 丹波屋半兵衛〃 尼崎屋佐兵衛↓ 丹波屋治兵衛⇔ ○本屋庄太郎–
1766 5. 記録欠（○吉文字屋）
1766 9. 記録欠（○池田屋）
4 1767 明和4年 1.21 柏原屋与左衛門↓ 本屋清左衛門イ 丹波屋伝兵衛〃 河内屋喜兵衛〃 塩屋平助〃→ 近江屋甚兵衛〃 天（満屋）源（次郎）（加役）○→ なら三（加役）–
1767 5.21 ○誉田屋伊右衛門〃→ 田原屋平兵衛〃 柏原屋佐兵衛〃→ 千草屋新右衛門〃 ○藤屋弥兵衛〃 神崎屋清兵衛〃 小刀屋六兵衛（加役）○→ 泉屋孫兵衛（加役）↓
1767 9.20 ○秋田屋市兵衛〃 堺屋清兵衛〃 泉屋卯兵衛〃 丹波屋半兵衛〃 河内屋八三郎〃 尼崎屋佐兵衛〃× 本屋庄二郎– 伊丹屋佐助イ×
5 1768 明和5年 1.20 記録欠（○吉文字屋）
1768 5. 記録欠（○池田屋）
1768 9.20 柏原屋与左衛門〃 本屋清左衛門〃 丹波屋伝兵衛〃 河内屋喜兵衛〃 柏原屋佐兵衛イ→ 近江屋甚兵衛〃 河内屋与右衛門– 灘屋原兵衛–
6 1769 明和6年 1.20 田原屋平兵衛〃 ○藤屋弥兵衛〃 千草屋新右衛門〃 神崎屋清兵衛〃 播磨屋佐兵衛（隔） 亀屋安兵衛〇→ 泉屋孫兵衛〃× 西田屋利兵衛–＊ 柏原屋佐兵衛イ〃
＊西利丈、一度も出勤無之仍之算用帳ニ姓名除
1769 5.20 ○秋田屋市兵衛〃 堺屋清兵衛〃 泉屋卯兵衛〃 丹波屋半兵衛〃 河内屋八三郎〃 糸屋源介（助）イ 丹波屋次（治）兵衛（隔） 小刀屋六兵衛イ→
1769 10.2 記録欠（○吉文字屋）
7 1770 明和7年 1.20 記録欠（○池田屋）
1770 5.20 柏原屋与左衛門〃 本屋清左衛門〃 河内屋喜兵衛〃 丹波屋伝兵衛〃 近江屋甚兵衛〃 長谷川屋喜右衛門イ 和泉屋治（次）郎兵衛（（加役））○→
和泉屋治郎兵衛は加役と書かれているわけではないが、行司６名とあるし、〆六人と書いた次行 に記されるので加役と理解した。
1770 9.20 ○藤屋弥兵衛〃 柏原屋佐兵衛〃 千種（草）屋新右衛門〃 神崎屋清兵衛〃 奈良屋善助イ 田原屋平兵衛〃 播磨屋佐兵衛〃（加役）× 本屋丹六（加役）–
8 1771 明和8年 1.20 ○秋田屋市兵衛〃 堺屋清兵衛〃 泉屋卯兵衛〃 丹波屋半兵衛〃 糸屋源介〃 船橋屋治兵衛– 河内屋八三郎〃（（加役）） 鯛屋吉兵衛（（加役））–
1771 5.20 記録欠（○吉文字屋）
1771 9. 記録欠（○池田屋）
9 1772 明和9年 1.20 柏原屋与左衛門〃 本屋清左衛門〃 河内屋喜兵衛〃 丹波屋伝兵衛〃 近江屋甚兵衛〃 増田屋源兵衛〇→ 長谷川喜右衛門〃（（加役?））×＊ 柏原屋庄兵衛↓
＊断ニ付書上ゲ除。増源勤被申候。
1772（安永1年） 5.20 ○藤屋弥兵衛〃 田原屋平兵衛〃＊ 千草屋新右衛門〃 神崎屋清兵衛〃 奈良屋善助〃 柏原屋佐兵衛〃 小刀屋六兵衛イ→ 丹波屋次（治）兵衛イ→
＊此度計印形断（小刀屋六兵衛が「此度印形」）
1772 9.20 ○秋田屋市兵衛〃 堺屋清兵衛〃 泉屋卯兵衛〃 河内屋八三郎〃 丹波屋半兵衛〃 糸屋源介〃 浪花屋忠五郎イ× 大久保屋平兵衛–
10 1773 安永2年 1.20 記録欠（○吉文字屋）
1773 5.20 ○池田屋三郎右衛門〃 ○敦賀屋九兵衛〃 ○本屋清三郎– 亀屋安兵衛イ 富士屋長兵衛イ 河内屋嘉兵衛〇→
1773 9.20 柏原屋与左衛門〃 本屋清左衛門〃→ 河内屋喜兵衛〃 丹波屋伝兵衛〃 近江屋甚兵衛〃 柏原屋庄兵衛〃 安井重兵衛（加役）– 正本屋清兵衛（加役）○→
11 1774 安永3年 1.20 ○藤屋弥兵衛〃 柏原屋佐兵衛〃 千草屋新右衛門〃 神崎屋清兵衛〃 奈良屋善助〃 塩屋平助イ⇔ 和泉屋源七〇→ 田原屋平兵衛〃
1774 5.20 ○秋田屋市兵衛〃 泉屋卯兵衛〃 河内屋八三郎〃 丹波屋半兵衛〃 糸屋源介〃× 村上伊兵衛– 敦賀屋六兵衛○→ 堺屋清兵衛〃
1774 9. 記録欠（○吉文字屋）
12 1775 安永4年 1. ○池田屋三郎右衛門〃 ○敦賀屋九兵衛〃 本屋清左衛門イ 富士屋長兵衛〃 亀屋安兵衛〃 池田屋利兵衛↓ 播磨屋九兵衛↓⇔ 勝尾屋六兵衛○→
1775 5.20 柏原屋与左衛門〃 丹波屋伝兵衛〃 河内屋喜兵衛〃 近江屋甚兵衛〃 鴻池屋長右衛門↓ 柏原屋庄兵衛〃 藤屋善七〇→ 平野屋源兵衛–
1775 9.20 田原屋平兵衛〃 ○藤屋弥兵衛〃 千草屋新右衛門〃 神崎屋清兵衛〃 奈良屋善助〃 柏原屋佐兵衛〃 表紙屋弥七– 伊勢屋喜右衛門–
13 1776 安永5年 1.20 堺屋清兵衛〃 ○秋田屋市兵衛〃 泉屋卯兵衛〃 丹波屋半兵衛〃⇔ 河内屋八三郎〃 本屋伊兵衛イ× 天満屋源次郎イ 大坂屋八重郎–
1776 5.20 記録欠（○吉文字屋）
1776 9.20 記録欠（○池田屋）
14 1777 安永6年 1.20 柏原屋与左衛門〃 丹波屋伝兵衛〃 河内屋喜兵衛〃 近江屋甚兵衛〃 柏原屋庄兵衛〃 鴻池屋長右衛門〃 富士屋文蔵– 志方屋与兵衛–
